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論文題目
The synergistic e首ect of albuminuria and increased urine beta 2-microglobulin 

















2ミクログロプリンを尿中クレアチニンで補正した urinealbumin.c1'eatinine ratio 




腎機能低下 (eGFR<60ml/minl1.73m2) の頻度は 21.0%、12.5%、21.7%であった。アル
ブミン尿と UBCR高値群の重なりは互いの約30%であった。糸球体、尿細管障害、腎機能
低下の群は高頻度に、それぞれ独立して存在するととが示された。
2. UACR .J:eGFRは有意な負の相関を認めた (y=ー0.0031x+68.5，1'=0.12， Pく0.001)。同






























っ UBCR高値を示した群では、両者が正常である場合にlt平に比べ 1年間に eGFRが有意に低下し
たことを示した。
本研究の独創的な点は、尿中のマクロアルブミンおよびs2ミクログ、ロプリンを指擦として、管
機能低下が予測できることを明らかにしたことである。これら簡便な指標を用いて一般住民におけ
る慢性腎綴病発症リスクが検討可能であることを示した研究であり、その社会的な意義が大きい。
本者査会は当研究が学位(医学)の授与に値するものと判定する。
